
かぐらＢＣ報告 

【山域】新潟・神楽峰 

【日程と天気】2017年 1月 4日 曇りのち雪・ガスで視界不良 

【メンバー】CL菊池・鶴田・吉川・住田・Iさん（会員外） 

【行程】 

千葉（わが家）3：55－赤城高原 SA にて朝食休憩―7：30 かぐらスキー場駐車場（住田さ

ん・Iさんと合流 8：15）－みつまたロープウェイ―みつまたリフト―ノートラバーン滑走

―ゴンドラ―第一高速リフト―第五ロマリフト―ゲート―中尾根トップ（DP：ドロップポ

イント）－滑走－第五ロマリフト―第五ロマリフト周辺滑走―ゲレンデ滑走―ゴンドラ降

り場無料休憩所で休憩―第一高速リフト―ゲレンデ滑走―ゴンドラ降り場で解散（Sさん・

Iさんと別れる）－ゲレンデ滑走―帰葉（わが家 7時頃） 

 

 

・4日は弱い冬型、午後は雪が降ってきてやや荒れてくる予報であったが、午前中は何

とかなると判断し 4時少し前にわが家を出発し 3名で一路かぐらスキー場に向かった。

駐車場で合流し計 5名、ＪＡＦカード利用で 500円割引シニア一日券を購入、平日であ

ったが、三ヶ日の翌日で駐車場には既にかなりの車が駐車、ゴンドラ待ちの行列に並

んだ。みつまたのリフトを降り、いつものノートラバーンでまず、パウダーラン一本、20

㎝ほどのやや重新雪、感触十分なパウダーターンをまず楽しめ、ゴンドラ乗り場に向



かった。元旦より第 5ロマが運行しており、エキスパートルートを滑るスキーヤーが既

に一杯、第五ロマリフト乗り場に並んでいた。 

 

・第五ロマを降りシール装着、計画書を提出、ビーコンチェックのゲートを無事通過しＢ

Ｃに入った。初めはわかりやすいように数本ポールで誘導している。先行トレースに忠

実に進むと、下りもあり、無駄なコース取りかなと思いながら、わがチームで修正ルー

トを採ろうかとも考えたが、そのまま辿ると中尾根のドロップポイントへ向かってほぼ直

線方向に進んでいた。浅い谷地形、尾根地形を越えて少しハイクアップするとそこは

何といつもの中尾根ドロップポイント（ＤＰ）

であった。いつもは、好天の時には、展望を

楽しみながら稜線経由でハイクアップする

が、今回は曇りからガスってきて視界不良、

ほぼ最短ルートであった。展望より効率・滑

走重視でできるだけ短時間で中尾根ＤＰへ

到達するには極めて有効なルートであり、

利用価値大である。ＤＰで滑走準備、既に 2

パーテイほどが先着しており、同年代の方

としばし談笑、我々と相前後して登っていた

若いボーダーチームも到着、最年少の 25

才からわがパーティの 77才と老若男女入り乱れてのＤＰのショットである。  

 

・12月 17日に今シーズン初でかぐらのＢＣに入り第五ロマ降り場までハイクアップした。

その日の積雪が 150㎝、中尾根を望むと藪藪で

滑走不可能の様相、昨日の積雪は 170㎝で第

一高速降り場から中尾根を望むと、ルートを選べ

ば何とか楽しめそうであった。新雪は密でやや重

で30㎝前後、シラビソの緩斜面を少し滑走し、急

斜面に入る。踏みつけ試験にて弱層チェック、ま

あまあ大丈夫、斜度のやや緩いスキーヤーズラ

イトの林 

に沿って滑走開始、慎重にターン視界不良のた

め、有視界範囲 30ｍ前後で停止しながら雪の状

態を確かめながら滑走した。短い区間 30度ほどの急斜面もあるがＯＫ、それ以上になる

と雪崩れる可能性もあり徐々に右方向の林間に移行、雪質も軽くなりフワフワ感も味わ

え、後続も無難にターンしている。 

 



I さんも調子が上がった（左の写真）。シラビソの疎林の滑走は上質パウダーで快適。

最年長のＴさんも気力十分、気持ちが前向きでナイスな滑走ですね。まだまだ深雪ＢＣ

楽しめますね（真中の写真） 

 

第五ロマ乗り場まで標高差 300ｍあまり、シラビソ林の中の開けたエリアを選びながら、

軌道修正しながらパウダーラン、最後は多くのスキーヤーで荒れた不整地の急斜面を慎

重に滑走して第五ロマの下を潜り抜けフィナーレ。右の写真はテレのＳさん。徐々に上

達しており、深雪滑走もかなり安定してきた。第五ロマを再度乗ってＢＣエリアに再度

少し入ることを考えていたが天候が悪化、湿った細かいあられ様降雪にゴーグルでなく

深いサングラスで臨んだ 3名は顔面を濡らして苦戦していた。 

ＢＣはどんな時でもゴーグル必携を強調した。今回もトラブルに備えてスノーシューを

一個持参、安全第一である。 

結局、ＢＣエリアには入らず、第五ロマ周辺の林間を物色しながら下ったが、先行シュ

プールで荒れていた。ゴンドラ降り場にある「デイサービス」ならぬ無料休憩所で今回

もじっくり休憩、その後再度第一高速に乗りＳさんのテレをじっくり弱点矯正アドバイ

スしながら一本滑って本日は早々と終了、千葉組は 7時過ぎにはわが家に帰宅できた。

ＩさんとＳさんは降雪と風が強くなったゲレンデでしばらく練習とのことでゴンドラ

降り場で解散とした。かぐらは高齢のＢＣ愛好者には労少なく楽しめるたまらないＢＣ

のメッカです。 


